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泉南市教育委員会会議 令和６年第２回定例会会議録 

 

 

（１）日時・場所 

    令和６年２月 19 日（月） 

    午後４時 11 分 開会   午後４時 54 分 閉会 

    泉南市埋蔵文化財センター 講堂兼視聴覚室 

 

（２）教育委員会出席者 

    冨森 ゆみ子  教育長 

    太田 淳子   教育委員会委員（教育長職務代理者） 

    湊  久晶   教育委員会委員 

    飯沼 治美   教育委員会委員 

    辻󠄀野 治重   教育委員会委員 

 

（３）事務局出席者の職氏名 

    桐岡 秀明   教育部長 

    高山 智史   教育部次長兼教育総務課長 

    川口 哲生   教育部参事兼指導課長 

    西本 隆志   教育部参事（学校給食センター担当） 

    水田 好彦   生涯学習課長 

    服部 雄二   教育部参事（青少年センター館長） 

    石橋 広和   文化振興課長 

    石田 剛王   学力向上対策室長兼教育部参事（指導担当） 

    鳴戸 大輔   人権国際教育課長 

    上柴 忠孝   教育サービス課長 

 

（４）休憩・遅刻等について 

 

 

（５）会議録署名者の氏名 

    冨森 ゆみ子 

    飯沼 治美 
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泉南市教育委員会会議 令和６年第２回定例会 議事日程 

令和６年２月 19 日（月）午後４時 11 分 開会 

泉南市埋蔵文化財センター 講堂兼視聴覚室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

日程第４ 

 

 

 

 

 

 

日程第５号 

 

 

日程第６号 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

 

 

 

 

開   会 

 

会議録の承認 

 

会議録署名者の指名 

 

教育長報告 

 

事務局報告 

（１）泉南市学校給食デリバリー調理等業務委託に係る事

業者選定結果について 

（２）泉南っ子スポーツ・文化芸術振興奨励金交付要綱の

一部改正について 

（３）泉南市人権保育・教育推進プランの策定について 

 

令和５年度大阪府泉南市一般会計補正予算要求（教育委員

会所管分）について 

 

その他 

・泉南市立学校園における学級閉鎖等状況について 

・JET プログラム事業アンケート結果について 
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午後４時11分開会 

○冨森教育長 それでは、ただいまから、泉南

市教育委員会会議令和６年第２回定例会を開

催いたします。 

 出席者が過半数であり、定足数に達しており

ますので、会議は適法に成立いたしました。 

 本日は傍聴の方がいらっしゃらないような

ので、直ちに日程に入りたいと思います。 

 日程第１、会議録の承認についてお諮りいた

します。 

 泉南市教育委員会会議令和６年第１回定例

会会議録は、既に案として委員の皆様に配付を

いたしており、確認をいただいておりますので、

原案のとおり承認することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

○冨森教育長 全員異議なしと認めます。よっ

て泉南市教育委員会会議令和６年第１回定例

会会議録は、承認することに決定いたしました。 

 次に、日程第２、会議録署名者の指名を行い

ます。 

 本日の会議録署名者は、教育委員会会議規則

第 13 条により、教育長のほかに教育長におい

て、飯沼委員を指名いたします。よろしくお願

いいたします。 

 次に、日程第３、報告第１号、教育長報告を

議題といたします。 

（報告開始） 

 それでは、改めまして皆様こんにちは。本日

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 １月の後半から２月にかけまして、昨年度と

同様に市内の 16 校園の校園長と期末面談をし

てまいりました。 

 各学校園で今年度力を入れてこられた取組、

最近の学校の状況、次年度に力を入れていきた

いことなど、校園長から様々なお話をいただい

て、私自身も大変勉強になったところでござい

ます。 

 伺った時間にもよるのですが、幾つかの学校

園では授業や保育の様子も見せていただき、子

どもたちの元気な姿を見てまいりました。 

 また、学校園の連携についてもいろいろお話

を聞いてまいりました。例えば、くすのき幼稚

園の５歳児が、信達小学校の６年生が修学旅行

に行っている間に、６年生の教室を使って給食

体験をし、それを５年生がお手伝いをするとい

うことをしていました。この幼稚園児が小学校

に入って１年生になったときは６年生なので、

スムーズな連携ができるとてもいい取組だな

と思いました。小学校はこんなところだよとい

うような話などを５年生からしてもらい、子ど

もたちにとってもとてもよい刺激になったと

いうようなお話を伺ってまいりました。 

 このほか、２月７日には、太田委員にも御出

席いただいて、新家小学校の150周年記念の行

事に行ってまいりました。 

 平日の午後の開催でしたが、保護者や地域の

方もたくさん御参加いただきまして、子どもた

ちの合唱やダンス、劇など、様々な発表を楽し

く見せてもらったところでございます。 

 １月27日には青少年センターのイベントで、

金剛山の登山に行ってまいりました。スポーツ

推進員の方にもお世話になりながら、小学生や

中学生、また保護者の方も全員けがなく無事に

登山をしてまいりました。 

 私も行くのは２回目だったんですけれども、

昨年度に引き続き参加してくださっている御

家族もいらっしゃったり、スポーツ少年団で団

体で来てくれる子どもたちもいたりして、本当

にたくさん参加してくれていました。 

 今年は去年と違って雪が結構ありまして、途

中から雪景色で樹氷も見られて、子どもたちに

とってもすごくいい経験になったんじゃない

かと思っております。 

 また、同じ日に、この埋蔵文化財センターで

CIR のキリアンのアイルランド講座がございま

した。これから毎月第４土曜日に、CIR がテー

マを決めて講座を行うことになっておりまし

て、今月は今週の土曜日に中国からの国際交流
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員のヨウさんが中国の食文化について講座を

行います。もしお時間があるようでしたら、11

時からですので埋蔵文化財センターをのぞい

ていただけるとありがたいなと思っておりま

す。 

 最後に、今年度、西信達中学校が内閣府の防

災チャレンジプランというものに取り組んで

いるんですけれども、２月 10 日にオンライン

で活動報告会がございまして、今年度受けてい

る団体、11団体の中から３つの賞が表彰されま

して、その一つの防災教育優秀賞に西信達中学

校が選ばれました。 

 審査委員長からは、総合的な学習の時間を生

徒みんなで防災・減災を学ぶ機会と捉え、４つ

に分かれたゼミ単位で生徒が主体となって地

域防災を考えていく取組が大変よいお手本に

なっているなどのコメントをいただいたそう

です。 

 西信達地域の皆さんをはじめ、消防団や市の

危機管理課の方などの協力を得て、このような

賞を取ることができたと思いますと学校長も

申しておりました。 

 私からは以上でございます。 

 ただいまの報告に対し、御質問・御意見等は

ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ないようですので、以上で本報告を終了いた

します。 

（報告終了） 

 次に、日程第４、報告第２号、事務局報告を

議題といたします。 

 まず、泉南市学校給食デリバリー調理等業務

委託に係る事業者選定結果について、西本教育

部参事（学校給食センター担当）から報告がご

ざいます。 

 

○西本教育部参事（学校給食センター担当） 

報告第２号、事務局報告（１）泉南市学校給食

デリバリー調理等業務委託に係る事業者選定

結果について、御報告申し上げます。 

 既にこれまでの御報告のとおり、本市学校給

食センターの老朽化に伴い、令和７年２学期か

らの小学校給食の提供については、民間事業者

の調理施設を活用した食缶デリバリー方式を

採用することとしております。 

 このたび事業実施主体となる事業者の選定

をプロポーザル方式により行い、優先交渉権者

を決定いたしましたので、資料に沿って御報告

させていただきます。 

 まず１番目として、本事業名ですが、泉南市

学校給食デリバリー調理等業務委託となりま

す。 

 続きまして、２番目、実施目的ですが、泉南

市学校給食基本方針に基づき、老朽化が進む現

在の学校給食センターでの給食提供を停止し、

令和７年２学期から民間調理場を活用した食

缶デリバリー方式により安全・安心な学校給食

の提供を進めるため、本事業の実施が可能な事

業者を公募型プロポーザルにより選定すると

なっています。 

 ３番目、事業概要ですが、提供食数として１

日当たり3,000食程度、事業期間としては令和

７年８月から令和 11 年７月までの４年間、提

供方法として民間調理場活用方式、いわゆる食

缶デリバリー方式としています。 

 ４番目から７番目は選定委員会についてで

すが、まず、委員構成として５名の委員の委嘱

を行い、全５回にわたる選定委員会を開催いた

しました。 

 募集については令和５年９月から開始し、参

加申込者数は４者、うち１者からの辞退があり、

最終的に提出された３者からの提案を審査し

た結果、株式会社河北食品を優先交渉権者とし

て選定することを決定しました。 

 審査では、１番目として、事業継続性、２番

目、事業実績、３番目、調理施設・設備、４番

目、調理体制、５番目、衛生管理体制、６番目、

アレルギー対応、７番目、配送・配膳体制、８

番目、危機管理体制、９番目、雇用体制、10番

目、独自提案、11 番目、見積価格、12 番目、

近隣の実施、以上 12 項目の視点から項目ごと
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に審査を行い、その得点の上下点をカットし、

各審査項目の合計点を合算する方式において

得点を算出しました。 

 事業者の概要ですが、事業者名としまして株

式会社河北食品、所在地は和歌山市栄谷184番

１、資本金は1,900万円、主な受託事業として、

和歌山市立学校給食第二調理場における食缶

デリバリー、阪南市立中学校におけるデリバリ

ー給食などがございます。 

 総従業員数、本市業務従事予定者数、配送車

両配置数などは記載のとおりとなっておりま

す。 

 また、学校給食以外の主な事業として、こど

も園や幼稚園給食、高齢者給食、また福祉事業

も手がけられております。 

 ９番目、事業費ですが、今回からデリバリー

での契約となっておりますので、１食当たり税

別で310円、年間１億9,000万円強の事業費を

予定しております。 

 最後に、今後の予定ですが、まず、３月の令

和６年泉南市議会第１回定例会において、債務

負担行為の上程、予算が成立後の４月以降に契

約締結、その後、事業実施に向けた準備、調整、

アレルギー調査等を実施します。また、令和７

年度予算では、必要備品等の予算の上程、８月

には試行を行い、９月の２学期からの本格運用

を予定しております。 

 以上、甚だ簡単ですが、私からの説明とさせ

ていただきます。 

 

○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 それでは、次に泉南っ子スポーツ・文化芸術

振興奨励金等交付要綱の一部改正について、水

田生涯学習課長から報告がございます。 

 

○水田生涯学習課長 報告第２号、事務局報告

（２）泉南っ子スポーツ・文化芸術振興奨励金

等交付要綱の一部改正について、御説明申し上

げます。 

 令和５年度から泉南っ子スポーツ・文化芸術

振興奨励金ということで、全国大会に出たり、

国際大会に出たりする子どもたちに奨励金を

交付しているところでございます。令和６年４

月１日からオリンピック分を拡充するという

ことで今回報告をさせていただきます。 

 ３ページをご覧ください。別表に、オリンピ

ック又はパラリンピック、金額は個人100万円、

団体200万円ということで、オリンピック枠の

追加、拡充をいたしました。令和６年パリオリ

ンピックがあり、子どもたちにオリンピックに

ついてもっと関心を持ってもらい、スポーツを

振興していこうということでございます。 

４ページの新旧対照表をご覧ください。第１

条の改正後に、オリンピック又はパラリンピッ

ク出場奨励金ということで追加しております。 

 奨励金、第２条で、本市の子ども等というこ

とは、オリンピック等に出る方に関して、子ど

もには限らないのでこの部分を改正しており

ます。 

 ５ページを見ていただきまして、既存の泉南

っ子スポーツ・文化芸術奨励金とオリンピック

又はパラリンピック出場奨励金と若干対象が

違いますので、第３条の次に、第３条の２及び

第３条の３を加えました。第３条の２泉南っ子

スポーツ・文化芸術奨励金が今までのとおりの

ものになります。 

６ページ、第３条の３オリンピック又はパラ

リンピック出場奨励金を追加させていただい

ております 

 ７ページには、実績報告として、オリンピッ

ク又はパラリンピックに出場したものは大会

終了後、報告していただくということで第５条

の２を加えております。 

 この要綱は、令和６年４月１日からの施行と

なります。 

 予算規模として令和５年度は200万円のとこ

ろ200万円追加して400万円ということで来年

度予算要求しております。 
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 また、これを機に泉南市からオリンピック出

場者がどんどん出てくることを願い、要綱を改

正させていただきます。 

 以上となります。 

 

○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。 

 湊委員、お願いします。 

 

○湊委員 今回オリンピックの奨励金を追加

したということで、ぜひ泉南市内からオリンピ

ック・パラリンピックに出場される選手が出た

らいいなということで期待はしています。 

 普通の国際大会ではなく、オリンピック・パ

ラリンピックといいますと、４年に１回ですし、

世界的に注目される大会なので、こういう奨励

金というようなお考えになったのだとは思う

んですけども、やっぱりスポーツの部門だけじ

ゃなく、文化芸術の部門においても、数年に一

度しか行われない、いわゆる国際コンクールと

いうものもあります。そういう文化芸術系の数

年に一度しか行われない国際的に注目される

コンクールについて、奨励金をどうするかとい

うようなお考えはあるんでしょうか。 

 

○冨森教育長 水田生涯学習課長。 

 

○水田生涯学習課長 令和５年度の状況を見

まして、文化芸術についても奨励金の交付対象

にしておりますが、今まで申請が出ているもの

はほとんどスポーツになっております。 

 国際的なものに関しても個人で全国規模は

５万円、個人で国際規模、団体で全国期規模は

10 万円、団体の国際規模で 20 万円ということ

になっています。今回は、オリンピックで注目

度も高いということで改正させていただきま

した。ただ、今のところ文化芸術に対する国際

的な何年に１回というようなものには、まだ検

討段階にはなっておりません。今、御意見をい

ただきましたので、今後文化芸術に関しまして

も、文化芸術の振興を進め、子どもたちに夢を

持たせるということで検討してまいりたいと

思います。 

 以上です。 

 

○冨森教育長 よろしいでしょうか。 

 湊委員、お願いします。 

 

○湊委員 ぜひ文化芸術関係も御検討いただ

いて、スポーツと同じように文化芸術の振興の

後押しをしていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

○冨森教育長 ありがとうございます。 

 ほかに何かございませんか。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、ないようですので、次に泉南市人

権保育・教育推進プランの策定について、鳴戸

人権国際教育課長から報告がございます。 

  

 

○鳴戸人権国際教育課長 事務局報告（３）泉

南市人権保育・教育推進プランの策定について、

御説明申し上げます。 

 令和５年６月に策定いたしました泉南市人

権保育・教育基本方針に基づき、行政各部署や、

人権関係団体がどのような取組を進めていく

かという行動計画を定めた泉南市人権保育・教

育推進プランの案を策定しましたので、御報告

いたします。 

 内容について簡単に御説明をさせていただ

きます。 

 まず、この推進プランにつきましては、令和

６年度から令和 10 年度までの５年間を計画期

間として、６ページにあります８つの基本理念

の実現に向けて各部署で進めていく取組を一

覧にまとめたものとなっております。 

 取組を進める際の基本的な考え方は、６ペー

ジ後半から７ページにかけて、大きく３つ掲げ

ております。「全ての人の人権が尊重される人
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権保育・教育の推進」、「態度や行動に結びつく

人権保育・教育を推進」、「生き方を豊かにする

人権保育・教育を推進」この３つとなっており

ます。 

 その前段の１ページから５ページまでは、計

画策定の意義として、人権教育を取り巻く動き

について、世界、それから国内、大阪府、泉南

市のこれまでの法や条例等の整備状況を中心

に、昨年策定しました人権保育・教育基本方針

に入れている内容を今回は使っています。 

 ７ページ以降については大きく３つのグル

ープに分けて構成されております。 

 まず１つ目のグループは、７ページから 23

ページにかけて、人権が尊重される学校や社会

の構築のためのシステムや環境整備に関わる

取組一覧となっております。 

 この中では、基本となる考え方を示す条例、

基本方針の策定、困っている人が相談できるシ

ステムや人権侵害を受けた人を救済するよう

なシステムについて、また情報宣伝や広報周知

システムなどが一覧として入っています。 

 ２つ目のグループは、23 ページから 37 ペー

ジまでの間で、人権保育・教育の推進のための

研修や研究、実際に市民や子どもがつながりを

つくっていくための取組一覧をまとめていま

す。 

 この中では、研修や講座の実施、大人と子ど

もがつながるための取組の実施、また市民と学

校がつながるための取組の実施、それから具体

的なカリキュラム、教材づくりの実施について

などがこのグループに入っております。 

 ３つ目のグループは、37 ページから 41 ペー

ジまでとなっておりまして、子育て支援の推進

のための保護者が様々な人とつながることが

できるための取組一覧となっています。 

 この中では、保護者と子どもがつながる場に

ついて、保護者向けの講座、保護者と関係機関

がつながるための取組についてなどが入って

います。 

 ７ページ以降の表の右端に入れております

新規、拡充、継続の項目については、新規は、

前回のこの推進プラン、平成 29 年当時にはや

っていなかった取組をこの５年間で新たに始

めるものについては新規と表記しています。 

 拡充につきましては、前回のプランでも入っ

ているけれども、例えば人員を増やして体制を

充実させるとか、予算規模を大きくして事業を

拡大させているものを拡充という表記にして

います。 

 継続については、以前から変わらず同じよう

な形で取組を進めていくものです。このように

区分を３つに分けて表記しています。 

 このプランに基づいて、行政各部局や人権関

係団体がこの中で位置づけている取組をしっ

かりと実施していくことで、泉南市民が自らの

大切さとともに、他者の大切さを認め、社会生

活の中で実際に起きるあらゆる差別や人権侵

害に対して、その解決に向けて行動し、人権尊

重のまちづくりに主体的に参画する市民や子

どもの育成を目指していきたいと考えていま

す。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 それでは、ないようですので、以上で本報告

を終了いたします。 

 事務局からほかに報告事項はございません

か。よろしいでしょうか。 

 では、次に、日程第５、議案第１号、令和５

年度大阪府泉南市一般会計補正予算（教育委員

会所管分）についてを議題といたします。 

 本議案の説明を高山教育部次長兼教育総務

課長からお願いいたします。 

 

○高山教育部次長兼教育総務課長 それでは、

議案第１号、令和５年度大阪府泉南市一般会計

補正予算（教育委員会所管分）について御説明

いたします。 
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 提案理由といたしましては、令和６年第１回

泉南市議会定例会において、令和５年度大阪府

泉南市一般会計補正予算を要求するに当たり、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

29 条の規定に基づく教育委員会の意見聴取の

ため、泉南市教育委員会の事務委任等に関する

規則第２条第１項第６号の規定により提案す

るものでございます。 

 それでは、資料の２ページをお開きください。 

 総括といたしまして、教育総務課 7,988 万

5,000 円の歳出を減額いたします。生涯学習課

は489万 2,000円の歳出の減額となります。文

化振興課は180万 2,000円の歳出の増額となり

ます。指導課及び学力向上対策室は歳入・歳出

とともに０円、人権国際教育課は 757 万 7,000

円の歳出の減額と201万 8,000円の歳入の減額

を要求いたします。 

 全体として9,055万 2,000円の歳出の減額と、

201 万 8,000 円の歳入の減額を要求させていた

だきます。 

 それでは、４ページをお開きください。 

 内訳としまして、７番の生涯学習課、執務室

移転事業の385万 1,000 円の減額は、教育サー

ビス課を除く教育委員会事務局がこの埋蔵文

化財センターに移転する際、埋蔵文化財センタ

ーに設置を予定していた住基システムを設置

しないこととなったための減額となっていま

す。 

 ９番の文化振興課の180万 2,000円の歳出の

増額は、文化ホール指定管理の契約時における

電気代と、電気代高騰分との差額分の支払いと

なります。 

 なお、補正概要欄に需用費との記載がありま

すが、正しくは委託料となります。申し訳ござ

いません、訂正させていただきます。 

 次に、３ページをお開きください。 

 人権国際教育課の201万 8,000円の歳入の減

額は、主に負担金の減額、JET メンバーから徴

収する家賃の減によるものとなっております。 

 ４ページの 10 番に記載の 757 万 7,000 円の

歳出の減額につきましては、当初不足がないよ

う JET メンバー８名分を計上していましたが、

本年度のJETメンバーの任期満了による退職は

３名となり、５名分について減額したものとな

っております。 

 他の歳出の減額については、工事や委託事業

の落札減などとなっております。 

 以上で、議案第１号、令和５年度大阪府泉南

市一般会計補正予算（教育委員会所管分）につ

いての説明を終わります。 

 甚だ簡単でございますが、これで説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

 

○冨森教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 それでは、ないようですので、以上で質問・

意見等を終了し、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本議案を承認することに

御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

○冨森教育長 全員異議なしと認めます。よっ

て議案第１号は承認することに決定いたしま

した。 

 次に、日程第６、その他、泉南市立学校園に

おける学級閉鎖等状況について、川口教育部参

事兼指導課長から説明がございます。 

 

○川口教育部参事兼指導課長 それでは、その

他１、令和５年度泉南市立学校園における学級

閉鎖等状況（学校園別）の資料を御覧いただき

たいと思います。 

 この報告につきましては、令和６年２月 13

日時点で取りまとめたものとなってございま

す。 

 初めに、緑色で示しておりますのがコロナウ

イルス感染症による学級・学年閉鎖の状況でご

ざいます。前回の委員会でも御報告申し上げま
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したが、令和５年９月以降はコロナウイルス感

染症によります学級閉鎖・学年閉鎖は出てござ

いません。 

 次に、薄い黄色で示しておりますのが、これ

まで御報告させていただきましたインフルエ

ンザによります学級閉鎖・学年閉鎖の状況でご

ざいます。 

 そして、濃い黄色になっておりますのが、前

回御報告させていただきました以後、インフル

エンザによる学級閉鎖、学年閉鎖の状況になっ

てございます。 

 見ていただいたら一目瞭然でございますが、

すごく蔓延している状況でございまして、前回

は６小中学校での学級・学年閉鎖の報告を行い

ましたが、今回につきましては 14 幼小中での

学級・学年閉鎖なっておりまして、インフルエ

ンザが猛威を振るっているというのがこの資

料を見て一目瞭然であると考えてございます。 

 これから、御説明、御報告をさせていただき

ますが、件数が増えておりますので、学年・学

級閉鎖の件数のみの報告という形でさせてい

ただきます。 

 上から順に御報告申し上げます。 

 太枠が学年閉鎖でございます。 

 新家小学校は学年閉鎖が２学年、学級閉鎖が

２クラス。信達小学校は、学級閉鎖が 10 クラ

スございます。東小学校につきましては学年閉

鎖が１学年。西信達小学校、学年閉鎖が１学年、

学級閉鎖が４クラスでございます。樽井小学校、

学級閉鎖が７クラス。続いて一丘小学校、学年

閉鎖が６つの学年、学級閉鎖が１クラス。砂川

小学校、学級閉鎖が４クラス。新家東小学校は

学年閉鎖が１学年。鳴滝小学校も学年閉鎖が１

学年。泉南中学校、学級閉鎖が１クラス。西信

達中学校、学年閉鎖が１学年、学級閉鎖が２ク

ラス。一丘中学校、学級閉鎖が４クラスです。

信達中学校、学級閉鎖が２クラス。くすのき幼

稚園が、学級閉鎖が３クラスとなっております。 

 ちなみに、今御報告申し上げています２月13

日時点以後にさらに出ております現状も併せ

て御報告させていただきます。 

 ここには記載がないですが、東小学校で学年

閉鎖が１学年。樽井小学校で学級閉鎖が２クラ

ス。砂川小学校でも学級閉鎖が１クラスとなっ

てございまして、本当にインフルエンザが猛威

を振るってございます。 

 インフルエンザＡ型、Ｂ型ございますが、両

方流行はしているんですけども、現在はどちら

かといいますとＢ型のインフルエンザがはや

っていると聞いてございます。 

 我々としましても、引き続きこういった状況

の把握に努め、御報告してまいりたいと考えて

おりますので、御理解、御協力よろしくお願い

いたします。 

 以上でございます。 

 

○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 それでは、次にJETプログラム事業アンケー

ト結果について、鳴戸人権国際教育課長から説

明がございます。 

 

○鳴戸人権国際教育課長 その他（２）としま

して、昨年 12 月に実施しました JET プログラ

ム事業のアンケート結果について、御説明申し

上げます。 

 このアンケートは、中学校につきましては、

４中学校の中学１年生から３年生までの生徒、

小学校につきましては、外国語活動や外国語の

授業をやっています小学３年生から６年生の

児童を対象に実施しております。また、幼稚園、

こども園につきましては、対象として保護者の

方にとらせてもらった形での報告となってお

ります。 

 まず、中学校につきましては、昨年度と微増、

微減がどの項目もあるんですけども、おおむね

２ポイント以内の増減で推移しているところ

で、昨年度の取組から維持しているという状況

かと思います。 
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 一番右端にあります「学校でさまざまな国の

ことばや文化について楽しく学習しています

か」という指標につきましては、今年度から追

加いたしました。各学校園に外国にルーツのあ

る子どもたちがたくさん在籍している状況、ま

た新たにどんどん来ているという状況の中で、

その子どもたちが安心して生活するためには、

クラスの中で多文化共生の視点の取組をし、多

様な考え方を受け入れる子どもたちを育てて

いく必要があるということで、今年度から新た

に指標をとって経年変化も見ていきたいと思

っているところです。 

 教育委員会としましては、小学校も中学校も

英語や外国語の授業を「①ALT と一緒にやるこ

とを楽しいと思う」というところを特に注目し

ておりまして、楽しく学ぶというところから始

まって、いろんな興味関心を高めながら中学校

の教科学習に繋げていければと考えています。

中学校は、教科としての学習なので、小学校の

方がALTを自由に活用して楽しく活動するとい

うことがたくさんできるのではないかと思っ

ています。中学校になるとどうしても教科の中

で決められた内容を教えていくという時間が

多くなってきますので、そのベースとして外国

語、英語に興味・関心を持ってもらいながら中

学校上がることで、学力的なことも含めて底上

げを図れたらいいかなと考えているところで

す。今回ある中学校では、市内のいろんな学校

のALTとCIRを集めまして、グループごとにALT

を１人配置し、その母国についてインタビュー

形式で英語で話し、ALT や CIR が英語で答えて

というようなことで、いろんな国のことについ

て子どもたちが実際に自分が学んだスキルを

使って話して聞いてというような学習を取り

入れてくれた学校もありました。そういった形

の好事例を、市内全域にしっかり広げていくよ

うな役割も英語担当教員にやっていただける

よう今後も進めていきたいと考えているとこ

ろです。 

 また、そのベースとしまして、幼稚園、こど

も園でのCIRとの国際交流については95％以上

の保護者の方が肯定的な回答をしてくれてい

ます。 

 子どもたちが園でCIRと交流したこと、楽し

かったということを御家庭で話してくれてい

ることが反映されてのこの回答結果だと思っ

ております。今は週に１回程度、各園での交流

をCIRがしており、ほかの業務もたくさん増え

てきているため、この回数を維持できるかが分

からないんですけども、質は落とさずに継続し

て来年度以降も国際交流活動をCIRにしてもら

えたらと考えています。 

 以上です。 

 

○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。 

 湊委員、お願いします。 

 

○湊委員 中学校、小学校ともにALTの先生と、

英語や外国語については楽しく勉強している

というのが分かります。大変いい数字が出てい

ますので、いい傾向であると思っていますが、

その一方で、英検を今後も受験したいと思う子

どもの割合がそれほど高くないということも

ありますけども、この点で何かお考えはおあり

でしょうか。 

 

○冨森教育長 鳴戸人権国際教育課長。 

 

○鳴戸人権国際教育課長 英検につきまして

は、民間の団体がやっているということもあり、

費用的な負担があるのが一つネックになって

いるのかと思われます。 

 ただ、英検を受験することで、子どもたちが

自分の力がどれぐらいあるかという客観的に

測る指標にもなっているのは事実かと思いま

すので、市教委としましては、準会場指定での

英検実施を行っています。例年 10 月に、今年

度で５回目ですけども、準会場指定の英検実施

を取組として進めていく中で、少しでも英検を
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受けてみようと思う子どもが増えるように、年

度初めにお手紙を配布し、保護者の方も含めて

周知していきたいと考えています。 

 また、英検を受験するしないにかかわらず、

子どもたちが中学校３年生レベルの英語力を

しっかりと身につけていけるように、英語科教

員を中心に、各学校に取組をしっかりと広め、

好事例をしっかりと共有していき、全体の底上

げを図っていきたいなと考えているところで

す。 

 以上です。 

 

○冨森教育長 よろしいでしょうか。 

 ほかに何かございませんか。よろしいですか。 

 ないようですので、以上で本日の日程は全て

終了いたしました。 

 これまでの報告、議案のほかに御質問・御意

見などはございませんか。よろしいでしょうか。 

 ないようでしたら、次回、泉南市教育委員会

会議令和６年第３回定例会の日程について、お

諮りしたいと思います。 

 原則、第３火曜日の前後としておりますが、

日程について高山教育部長兼教育総務課長か

ら提案をお願いいたします。 

 

○高山教育部次長兼教育総務課長 ３月の第

３火曜日につきましては３月 19 日となるんで

すが、このあたりは毎年３月議会の予算委員会

が入ってきまして、３月 19 日は私どもとして

は避けていただきたいと考えています。事務局

といたしましては、翌週の 26 日の火曜日が第

１希望、25 日月曜日が第２希望、27 日の水曜

日が第３希望で皆様の御日程をお伺いさせて

いただきたいと思っております。 

 

（日程調整） 

 

○冨森教育長 それでは、まだ議会等の日程が

定まっていないので、議会日程がはっきりしま

したら決定させていただくということでよろ

しいでしょうか。 

 それでは、次回の教育委員会会議定例会の開

催日時は、令和６年３月25日または27日とい

たします。時間につきましてもまた日程が決ま

りましてから改めて連絡させていただければ

と思っております。 

 それでは、以上をもちまして、泉南市教育委

員会会議令和６年第２回定例会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。 

午後４時54分閉会 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 

 

 


